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二
千
年
前
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
中
国
医
学
の
原
典
『
黄
帝
内

経
素
問
・
霊
枢
」
で
は
、
潟
血
が
そ
の
治
療
の
中
核
を
な
し
て
い

る
が
、
そ
れ
以
降
の
中
国
医
書
に
潟
血
の
記
載
は
わ
ず
か
に
み
ら

れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
唯
一
、
潟
血
を
大
量
に
記
す
医
書

と
し
て
、
清
代
の
医
家
、
郭
志
逹
の
『
疹
脹
玉
衡
』
二
六
七
五
刊
）

が
あ
る
。
本
書
は
日
本
で
江
戸
中
期
頃
よ
り
お
こ
る
潟
血
ブ
ー
ム

に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
志
逵
の
医
方
並
び
に
癌

病
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
こ
で
本
吉
収
録
の
治
験
を
分
析
す
る
こ
と
と
し
た
。
底
本

に
は
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
和
刻
本
『
疹
脹
玉
衡
書
』
を
使
用

し
た
。一

、
治
療
法

志
逵
は
治
験
を
記
す
に
あ
た
っ
て
、
刮
疹
法
・
潟
血
療
法
・
薬

52

「
疹
脹
玉
衡
」
所
蔵
治
験
例
の
分
析

友
部
和
弘

物
療
法
の
三
法
を
用
い
て
い
る
。
そ
の
治
療
法
別
頻
度
は
、
刮
癌

法
三
例
、
潟
血
一
六
例
、
薬
物
四
例
、
潟
血
と
薬
一
六
○
例
、
潟

血
と
刮
疹
法
一
例
、
薬
と
刮
疹
法
九
例
、
刮
疹
法
と
潟
血
と
薬
二

○
例
、
そ
の
他
二
○
例
で
あ
り
、
全
体
の
約
七
○
％
が
潟
血
と
薬

物
の
併
用
治
療
で
あ
る
。
ま
た
、
全
治
験
の
約
八
五
％
に
潟
血
を

施
し
て
い
る
。

①
刮
疹
法

本
療
法
は
、
全
治
験
例
中
三
三
例
、
約
一
四
％
に
み
ら
れ
る
。

治
験
例
中
で
は
「
刮
疹
」
と
記
す
の
み
で
詳
し
い
記
述
は
な
い
が
、

巻
上
二
六
丁
表
に
そ
の
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
要
約
す
れ

ば
、
銅
銭
な
ど
を
香
油
に
浸
し
た
も
の
で
、
疹
筋
の
上
を
刮
る
法

と
あ
る
。

②
潟
血
療
法

本
療
法
の
み
の
治
験
は
一
六
例
で
、
全
潟
血
記
載
治
験
の
一
○

％
に
満
た
な
い
。
そ
の
大
半
は
薬
物
を
併
用
す
る
な
か
で
、
本
療

法
を
先
行
す
る
治
験
は
約
九
○
％
を
占
め
る
。

潟
血
部
位
に
つ
い
て
は
、
巻
上
二
丁
表
に
一
○
箇
所
記
載
さ

れ
る
が
、
本
治
験
例
で
使
用
頻
度
の
高
い
部
位
は
、
腿
湾
（
下
肢
後

側
）
八
九
例
、
手
指
五
六
例
、
臂
（
上
肢
）
一
二
例
で
あ
る
。
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癖
病
は
「
瘡
疾
兼
疹
」
「
内
傷
兼
疹
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
種
々
の

疾
病
に
併
在
す
る
。
そ
し
て
、
種
々
の
疾
病
に
疹
病
が
内
在
す
る

出
血
量
に
つ
い
て
は
、
「
血
流
如
注
」
と
記
す
も
の
が
多
く
、
か

な
り
大
量
な
出
血
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
出
血
量
が
少
な
い
と
き
は
、

重
篤
も
し
く
は
不
治
の
病
と
も
述
べ
て
い
る
。

潟
血
用
具
に
は
鏡
針
（
メ
ス
状
の
針
）
を
用
い
、
刺
切
回
数
は
、

多
い
も
の
で
「
二
十
余
針
」
な
ど
と
あ
り
、
や
は
り
大
量
の
出
血

を
目
的
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

潟
血
の
効
果
に
つ
い
て
は
「
不
愈
」
「
未
愈
」
と
記
す
も
の
が
多

く
、
潟
血
で
治
愈
し
た
と
す
る
も
の
は
少
な
い
。

③
薬
物
療
法

本
書
の
巻
下
一
五
丁
～
四
○
丁
に
わ
た
り
、
五
七
の
薬
方
と
七

二
の
薬
物
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
治
験
例
で
は
、
大
半
が
合
方
並

び
に
加
減
方
を
用
い
、
症
状
の
変
化
と
と
も
に
、
随
時
薬
方
を
選

択
し
て
お
り
、
志
逵
が
薬
物
の
運
用
に
か
な
り
詳
し
か
っ
た
こ
と

が
窺
え
る
。
使
用
頻
度
の
高
い
薬
方
は
、
宝
花
散
（
三
六
回
）
、
円

紅
散
二
八
回
）
、
清
涼
至
宝
飲
（
一
四
回
）
、
阿
魏
丸
・
桃
仁
紅
花

湯
（
二
回
）
、
必
勝
湯
（
一
○
回
）
な
ど
で
あ
る
。

一 二
（
一
八
一

一
回
）

癌
病

か
否
か
の
診
断
に
、
志
達
は
脈
診
（
左
右
僥
骨
動
脈
の
比
較
）
を
用

い
て
い
る
。
疹
病
の
脈
症
の
特
徴
は
、
左
右
並
び
に
寸
関
尺
の
脈

が
相
違
し
て
、
と
き
に
は
歌
指
（
不
整
脈
）
が
あ
る
。
症
状
の
共
通

点
は
、
昏
迷
・
沈
重
・
不
醒
・
人
事
不
省
な
ど
、
い
ず
れ
も
極
め

て
重
篤
で
あ
る
。
体
表
変
化
と
し
て
は
、
上
下
肢
、
手
足
未
端
部

の
青
筋
（
静
脈
）
が
腫
脹
す
る
。

以
上
の
分
析
よ
り
、
疹
病
と
は
極
度
な
謹
血
状
態
を
示
す
重
篤

な
病
状
で
、
諸
種
の
疾
病
に
内
在
す
る
。
志
達
は
疹
病
の
診
断
に

脈
診
を
用
い
、
疹
病
を
認
め
れ
ば
、
ま
ず
第
一
に
潟
血
を
行
い
、

の
ち
に
病
に
随
い
薬
を
用
い
て
治
愈
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
潟

血
と
薬
を
併
用
す
る
な
か
で
、
潟
血
で
は
「
未
愈
」
「
不
愈
」
な
ど

の
記
載
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
志
達
自
身
は
あ
く
ま
で
も

湯
液
治
療
を
主
眼
に
置
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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